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申
年
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
震
、
猛
暑
、
干
ば
つ
、

台
風
、
日
照
不
足
、
長
雨
と
、
農
家
の
苦
労

が
絶
え
な
い
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

農
地
は
、
食
料
の
生
産
の
み
な
ら
ず
美
し
い

農
村
空
間
の
形
成
や
洪
水
防
止
等
の
多
面
的

機
能
を
有
す
る
な
ど
、
人
々
の
「
く
ら
し
と

い
の
ち
」
を
支
え
る
重
要
な
資
源
で
す
。
苦

労
し
な
が
ら
農
地
を
守
り
、
農
地
の
大
切
さ

を
一
段
と
感
じ
た
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
年
ご
と
に
変
わ
る
農
業
政
策
に
、

安
心
し
て
農
業
に
打
ち
込
め
る
要
素
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
始
め
、
経
営

転
換
だ
、
経
営
所
得
安
定
対
策
だ
と
表
面
的

に
は
も
っ
と
も
ら
し
い
名
目
で
あ
る
が
、
理

屈
ば
か
り
を
詰
め
込
ん
で
型
に
は
め
た
内
容

で
し
か
な
く
、
実
際
の
現
状
と
は
隔
た
り
を

感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
、
松
江
市
農
業
委
員
会
よ
り
松
江

市
長
に
建
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

人
口
減
少
・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
の
深
刻
化
、
農
産
物
価
格
の
低
下
、

生
産
資
材
の
高
騰
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

不
透
明
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
担
い
手
の
支
援
、

農
地
の
確
保
、
農
家
住
宅
の
空
き
家
等
の
対

策
に
つ
い
て
の
農
業
委
員
会
か
ら
の
提
言
が
、

市
の
施
策
に
ど
う
講
じ
ら
れ
る
の
か
、
酉
年

に
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
治
）
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松
江
市
農
業
委
員
会
は
、
本
市
農
業

発
展
に
向
け
た
具
体
策
に
つ
い
て
、
農

業
者
や
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
の
意
見

を
積
み
上
げ
て
、平
成
28
年
10
月
31
日
、

松
江
市
長
に
対
し
て
建
議
書
を
提
出
し

ま
し
た
。（
一
部
内
容
を
抜
粋
）

原会長から建議書を提出

１
．Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
大
筋
合
意
に

伴
う
国
内
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
・
要
望
】

①
国
民
の
不
安
、
懸
念
の
払
拭

②
持
続
可
能
な
農
業
を
行
う
た
め
の
施
策

【
回
答
】

①
全
国
市
長
会
を
通
じ
、
正
確
か
つ
丁

寧
な
説
明
・
情
報
発
信
な
ど
の
要
望

を
国
に
提
出
し
て
い
る
。

②
農
村
地
域
の
活
性
化
と
農
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
地
域
ぐ
る
み
で

進
め
て
行
く
。集
落
営
農
の
組
織
化
・

法
人
化
、
特
産
品
の
産
地
化
と
し
て

担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
生
産
の
維

持
拡
大
等
に
向
け
て
、
県
、
市
、
Ｊ

Ａ
が
連
携
し
て
取
組
む
。

２
．
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策

に
つ
い
て

【
質
問
・
要
望
】

①
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保

②
園
芸
施
設
等
の
更
新
助
成

③
新
た
な
担
い
手
の
育
成
支
援

【
回
答
】

①
県
、
市
、
Ｊ
Ａ
の
３
者
で
就
農
支
援

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
個
別
の
就
農
予

定
者
に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
。

「
だ
ん
だ
ん
営
農
塾
」の
修
了
生
に
対

し
、
関
係
機
関
の
技
術
職
員
が
営
農

指
導
を
実
施
。

「
さ
ん
ち
ょ
く
営
農
塾
」の
修
了
生
に

対
し
て
は
、
東
出
雲
の
干
拓
地
で
楽

し
み
な
が
ら
継
続
し
て
農
業
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
。
併
せ
て
、

引
き
継
き
営
農
指
導
を
行
う
。

②
要
望
が
強
い「
小
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
」

に
つ
い
て
、
市
と
Ｊ
Ａ
で
構
成
す
る

松
江
市
農
業
振
興
協
会
に
お
い
て
、

助
成
制
度
を
新
設
し
た
。

③
県
立
松
江
農
林
高
校
と
連
携
し
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
農
家
を
拡

充
す
る
こ
と
で
、
新
規
就
農
者
の
受

入
れ
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
県
立
松
江
農
林
高
校
の
生
物

生
産
科
２
年
生
を
対
象
に
「
だ
ん
だ

ん
営
農
塾
」
で
農
業
体
験
実
習
を
行

い
、
卒
業
後
の
就
農
に
つ
な
げ
る
。

３
．
農
地
の
維
持
・
保
全
に
つ
い
て 

【
質
問
・
要
望
】

①
集
落
営
農
の
組
織
化
・
法
人
化

②
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
安
定
的
な

運
用

③
有
害
鳥
獣
対
策
に
対
す
る
補
助
金
の

充
実

【
回
答
】

①
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
推
進
は
、

農
業
法
人
や
集
落
営
農
組
織
が
中
心

的
役
割
を
担
う
。
現
在
、15
の
組
織
・

地
域
に
対
し
て
組
織
化
・
法
人
化
を

支
援
中
。
併
せ
て
収
益
性
の
高
い
作

物
生
産
へ
の
転
換
と
、
生
産
、
加
工
、

流
通
、
販
売
を
通
し
て
儲
か
る
農
業

の
推
進
を
県
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
取

組
む
。

②
安
定
的
な
制
度
運
用
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
十
分
な
予
算
確
保
を
引
き
続
き

国
に
要
望
し
て
い
く
。

③
新
規
の
資
材
購
入
へ
の
支
援
、
広
域

的
に
囲
む
防
護
柵
の
資
材
支
給
を
実

施
。

鳥
獣
害
防
護
柵
の
毎
年
度
の
設
置
・

撤
去
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
機
能
支

払
・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
交

市
長
に
建
議
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付
金
の
中
で
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

狩
猟
免
許
の
取
得
に
か
か
る
経
費
を

軽
減
す
る
公
的
支
援
制
度
を
新
設
す

る
よ
う
国
に
要
望
中
。

４
．
農
村
地
域
集
落
の
維
持
・

活
性
化
に
つ
い
て 

【
質
問
・
要
望
】

　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、
農

家
住
宅
の
空
家
等
を
、
非
農
家
の
方
も

容
易
に
活
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
。

【
回
答
】

　

調
整
区
域
の
定
住
に
資
す
る
よ
う
な

制
度
運
用
の
見
直
し
を
含
め
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
作
業
の
中

で
、
議
論
す
る
。

≪新農業委員会体制（H29.7.24 ～）の概要≫
　農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員の選出方法が選挙による選
出から、議会の同意を必要とする市長による任命制へと変更になりました。
　また、新たに担当区域で「※農地利用の最適化」に係る現場活動を行う農地
利用最適化推進委員が設置されます。つきましては、委員の募集内容について
下記のとおりお知らせします。

記

　　募集期間　平成29年１月中旬～平成29年２月中旬（予定）
　　募集方法　農業委員と農地利用最適化推進委員のどちらも「推薦（個人・団体）」と

「応募（自薦）」の２種類の方法があります。
　　募集人数及び区域

年内に決定する予定です。なお、決定次第、速やかに本内容と手続き
方法を記載した募集要項を市ホームページ、市役所農業委員会事務局
及び各支所等で周知いたします。

※農地利用の最適化：担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地の
　発生防止・解消、新規参入の促進を図ること。

農地利用の最適化の推進に熱意と識見のある

「農業委員」と
「農地利用最適化推進委員」を

お問い合わせ 農業委員会事務局　電話５５－５５２８

1
2

3

募集!
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農地の保全と農業の
維持・発展をめざす

玉湯町　林本郷営農組合

荒廃農地の草刈り

エゴマの収穫作業

■ 

営
農
組
合
の
立
ち
上
げ 

■ 

　

近
年
、
米
価
低
迷
が
続
く
中
、
玉
湯

町
の
林
本
郷
地
区
に
お
い
て
も
、
農
業

者
の
高
齢
化
と
同
時
に
、
各
々
が
所
有

す
る
農
業
機
械
を
更
新
す
る
意
欲
も
減

退
し
、
後
継
者
も
益
々
減
り
つ
つ
あ

る
。
今
後
耕
作
放
棄
地
や
農
地
の
荒
廃

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
平
成
５
年
に
圃

場
整
備
事
業
完
了
以
降
か
ら
実
施
し
て

い
た
、
個
々
の
農
家
に
よ
る
集
団
転
作

を
発
展
的
に
解
消
し
、
平
成
27
年
４
月

に
そ
ば
の
生
産
を
中
心
と
す
る
林
本
郷

営
農
組
合
（
構
成
員
30
戸
）
を
任
意
組

織
と
し
て
立
ち
上
げ
、
経
理
と
経
営
の

一
本
化
を
実
施
し
た
。

■ 

耕
作
放
棄
地
再
生
に
取
り
組
む 

■ 

　

平
成
27
年
に
は
、
国
・
県
・
市
の
耕

作
放
棄
地
再
生
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
、
営
農
組
合
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

地
権
者
５
名
か
ら
10
数
年
来
の
不
耕
作

農
地
で
あ
る
水
田
を
借
り
受
け
、
草
刈

り
や
明
渠
、
暗
渠
排
水
の
整
備
、
耕
作

地
に
日
陰
が
で
き
る
の
を
防
ぐ
た
め
周

辺
山
林
の
陰
手
刈
り
（
の
う
て
ご
り
）

を
実
施
し
、
約
69
㌃
を
超
湿
田
か
ら
乾

田
に
転
換
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
さ
ら
に
26
㌃
の
荒

廃
水
田
を
、
再
生
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
次
年
度
以
降
は
約
９
㌶
の
耕
作
に

取
り
組
む
予
定
。

　

ま
た
、
地
区
内
で
は
、
多
面
的
支
払

交
付
金
を
活
用
、
自
走
式
草
刈
機
や
乗

用
型
草
刈
機
な
ど
を
導
入
し
て
農
道
や

水
路
溜
池
な
ど
の
草
刈
り
を
実
施
し
、

農
地
・
水
利
の
保
全
を
図
り
、
耕
作
放

棄
地
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

■ 

エ
ゴ
マ
栽
培
に
挑
戦 

■ 

　

本
年
度
は
、
そ
ば
だ
け
で
は
な
く
、

初
の
試
み
と
し
て
エ
ゴ
マ
の
栽
培
に
も

挑
戦
、
６
月
に
９
名
の
組
合
員
が
水
田

12
㌃
に
苗
を
定
植
し
た
。
エ
ゴ
マ
は
シ

ソ
科
の
作
物
で
、
鳥
獣
害
に
遭
い
に
く

く
管
理
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
種
子

か
ら
搾
る
エ
ゴ
マ
油
は
健
康
食
品
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
に
初
収
穫
し
た
エ
ゴ
マ
58
㌕

は
、
エ
ゴ
マ
油
に
委
託
加
工
し
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
で
、格
安
に
て
販
売
し
た
。

ま
た
組
合
員
と
住
民
が
一
緒
に
、
新
そ

ば
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食

会
、
地
元
野
菜
等
の
農
産
物
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
目
標 

■ 

　

今
後
は
、
そ
ば
に
加
え
エ
ゴ
マ
の
栽

培
技
術
を
研
鑽
し
て
増
反
を
図
り
、
エ

ゴ
マ
を
林
本
郷
地
区
の
特
産
と
し
て
生

産
か
ら
加
工
販
売
ま
で
出
来
る
よ
う
に

な
り
た
い
。

　

ま
た
二
毛
作
と
し
て
、
試
行
的
に
小

麦
の
栽
培
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
担
い

手
と
し
て
法
人
化
を
目
指
し
た
い
。
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新規就農者紹介
干拓でキャベツ栽培に
取り組む

東出雲町　鶴原　守さん

■ 

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け 

■ 

　

２
年
前
ま
で
は
、
農
機
具
部
品
関

係
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
を
し
て
い
た
父
が
怪
我

を
し
た
き
っ
か
け
で
、
収
穫
の
手
伝
い

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
伝
い
を
し
て
み
る
と
、
時
間
に
追

わ
れ
た
会
社
の
仕
事
と
は
違
い
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
や
、

自
分
が
頑
張
っ
た
分
だ
け
収
穫
の
喜
び

が
あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
、
身
体
も
動
か
す
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
、
農
業
の

技
術
を
習
得
し
よ
う
と
、
平
成
26
年
５

月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

の
「
若
い
し
ま
ね
人
の
た
め
の
就
労
体

験
事
業
」
で
農
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

農
業
を
す
る
な
ら
広
い
干
拓
で
や
り
た

か
っ
た
の
で
、
中
海
揖
屋
干
拓
の
キ
ャ

ベ
ツ
づ
く
り
の
名
手
で
あ
る
奥
名
昭
一

さ
ん
に
指
導
を
受
け
、
体
験
終
了
後
の

平
成
27
年
３
月
か
ら
今
年
２
月
ま
で

は
、
そ
の
ま
ま
奥
名
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

就
農
研
修
も
受
け
ま
し
た
。

■ 

現
在
の
取
り
組
み 

■ 
　

野
菜
栽
培
の
中
で
キ
ャ
ベ
ツ
を
選
ん

だ
の
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
定
植
機
で
植
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
圃
場
の
あ

る
中
海
揖
屋
干
拓
に
は
Ｊ
Ａ
の
キ
ャ
ベ

ツ
の
出
荷
場
が
あ
り
、
作
業
効
率
が
よ

い
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

　

現
在
は
、
兄
と
共
に
、
１
４
０
㌃
の

圃
場
で
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
、
輪
作
で
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
栽

培
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
圃

場
の
水
は
け
が
悪
か
っ
た
り
、
葉
に
病

気
が
出
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の
反
省
点

を
次
の
作
業
に
活
か
す
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
定
植
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
は

順
調
に
生
育
し
、
予
定
よ
り
早
く
９
月

下
旬
か
ら
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
収
穫
後
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
青
果
市

場
や
市
内
の
産
直
店
舗
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
鶴
原
さ
ん

は
、
好
青
年
で
友
達
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
、
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
失
敗
し
て
も
く
じ

け
な
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
規
模
を
拡

大
し
て
く
だ
さ
い
。

（
吉
岡
郁
夫
農
業
委
員
）

とれたてのキャベツを手にする鶴原　守さん

キャベツの収穫作業

■ 

今
後
の
課
題
と
目
標 

■ 

　

就
農
後
は
、
地
域
の
農
業
者
の
方
と

の
繋
が
り
も
で
き
、
干
拓
で
就
農
し
て

い
る
仲
間
と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。
栽

培
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り

情
報
交
換
が
で
き
る
の
で
、
人
と
の
繋

が
り
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
規
模
を
拡

大
し
、
将
来
は
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

若
い
人
が
就
職
を
考
え
た
時
に
、
仕

事
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
農
業
を

考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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知
っ
て
得
す
る
！

農
業
者
年
金

　

農
業
者
年
金
は
、
自
ら
積
み
立
て
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
）」
で
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
も
安
定
性
が
損
な
わ
れ

な
い
制
度
で
、
国
民
年
金
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
の

備
え
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
月
２
万
円
か
ら
６

万
７
千
円
の
間
で
自
由
に
設
定
で
き
、

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
も
し

加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た

年
金
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
で
、
税
率

に
応
じ
て
所
得
税
・
住
民
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
質
的
な
支

払
額
が
減
少
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
貯
蓄
や
個
人
年
金
保
険
に
は

な
い
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

③
60
歳
未
満
の
方
な
ら

　

詳
し
く
は
、
松
江
市
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
５
５ 

― 

５
５
２
８
）

も
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も

　

加
入
で
き
ま
す

　
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
節
税
効
果

　
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

保険料支払いによる年間節税効果の試算（所得税＋住民税）

●保険料支払い前後で適用される税率に変更がないものとして試算しています。
●民間の個人年金保険に加入した場合の年間節税効果は、保険料年額が 8万円
を超えると一律で、税率15%で4,800円、20%で6,800円、30%で10,800円です。
公的年金である農業者年金の節税効果の大きさがわかります。

課税対象
所　　得

税
率

保険料支払い額

月額 2 万円
（年額24万円）

月額 5 万円
（年額60万円） 

月額6.7万円
（年額80.4万円） 

195万円以下 15% 36,000 円 90,000 円 120,600 円

195万円〜　
　　330万円 20% 48,000 円 120,000 円 160,800 円

330万円〜　
　　695万円 30% 72,000 円 180,000 円 241,200 円

多面的機能支払交付金事業
　　活動組織の皆様へ
　平成28年度に事業計画の終期を迎えられる組織は、
継続の有無にかかわらず「地域資源保全管理構想」を

策定し、平成29年３月31日までに農政課へ提出をお願いします。
　継続して活動に取り組む組織にあっては、新規で取り組む組織と同様に法律に基づ
く事業計画を作成し、新たに松江市の認定を受ける必要があります。早期の事業計画
認定のため、今年度中に事業計画をつくりましょう。
　今年度で活動期間が終了する組織が、松江市では18組織、県内では127組織あります。
　９月に意向調査を行わせていただいたところ、終了する組織の中には、集落の高齢
化等により「今後、５年間も活動を続けるのは難しい」との声もありました。
　地域の実情に応じた取り組みの普及・定着に向け、皆さんと一緒になって考えてい
きたいと思っていますので、何かありましたら遠慮なくご相談ください。

【お問い合わせ先】松江市農政課農業振興係　電話５５－５２２４
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人・農地プランとは
皆さんの地域の

「人（担い手）と農地の問題」
について、考えてみませんか？

◎今後の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）はどこか
◎地域の担い手は十分確保されているか
◎将来の農地利用のあり方
◎農地中間管理機構（しまね農業振興公社）の活用方針
◎近い将来の農地の出し手の状況（いつ頃、どのくらい出す意向か）
◎中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給的農家）の役割分担を
　踏まえた地域農業のあり方（生産品目、経営の複合化、６次産業化）

集落・地域が抱える「人（担い手）と農地の問題解決」のため、上記のことを決
めていただく取組について支援します。

★職員が説明に伺います！★
● 問い合わせ ●　　松江市農政課　TEL:55-5225  FAX:55-5246

■「人・農地プラン」に担い手（地域の中心経営体）とし
て位置づけられると、さまざまな支援を受けることがで
きます。
■農地の出し手として農地中間管理機構（しまね農業振興
公社）に農地を貸付けると、予算の範囲で各種協力金の
交付を受けることができます。

人・農地プランには、様々なメリット措置があります。

◆月４回金曜日発行　◆購読料　月７００円
◆購読のお申し込みは農業委員会事務局（電話55-5225）まで

営農とくらしに役立つ農業総合専門紙を
購読してみませんか

島根県の
就農平均年齢は

70歳！
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今
年
は
４
月
の
熊
本
大
震
災
に
始
ま

り
、
８
月
に
は
気
象
庁
が
昭
和
26
年
に
観

測
を
始
め
て
以
来
、
台
風
が
初
め
て
太
平

洋
側
か
ら
東
北
・
北
海
道
に
上
陸
、
さ
ら

に
は
10
月
の
鳥
取
中
部
地
震
な
ど
、
各
地

で
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。　

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
、
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
７
月
の
農
業
委
員
任
期
満

了
後
に
は
、
農
業
委
員
改
革
に
よ
り
新
た

に
設
置
さ
れ
る
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
農
業
委
員
が
連
携
し
て
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
化
・
集
約
化
を
加

速
し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
解
消

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

か
に
し
て
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度

化
の
取
り
組
み
が
で
き
る
か
が
今
後
の
農

業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

農
業
変
革
の
過
渡
期
の
中
、
来
年
が
実

り
あ
る
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
郁
）

平成28年度情報委員会

委　
員　
長　

松
浦　

久
年

副
委
員
長　

南
波　

達
夫

委　
　

員　

伊
原　

伸
一

委　
　

員　

柳
原　
　

治

委　
　

員　

石
橋　

敦
夫

委　
　

員　

吉
岡　

郁
夫

「あさつゆ」は、環境に優しいインキと
再生紙を使っています。

編
集
後
記

　

東
持
田
地
区
の
雑
草
が
生
い
茂
る

耕
作
放
棄
地
や
空
き
地
な
ど
を
こ
の

ま
ま
放
置
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
地
区
の
６
町
内
会
で
組

織
す
る
松
江
市
東
持
田
町
振
興
協
議

会
で
は
、
平
成
27
年
に
雑
草
対
策
と

し
て
ヤ
ギ
の
放
牧
を
計
画
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
ヤ
ギ
を
放
牧
す
る
こ
と

に
よ
り
、
草
刈
り
の
代
行
を
試
行
し
、

併
せ
て
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ヤ

ギ
と
の
交
流
の
場
を
設
け
、
地
域
交

流
に
も
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
ヤ
ギ
の
草
刈
り
事

業
（
ヤ
ギ
端
会
議
）」
と
し
て
、
平
成

27
年
度
の
「
松
江
市
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
補
助
金
」
に
採
択
さ
れ
、

ヤ
ギ
２
頭
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
ヤ
ギ
は
、
畜
産
農
家

の
藤
原
薫
さ
ん
に
飼
育
を
委
託
、
耕

作
放
棄
地
へ
の
放
牧
、
公
民
館
の
文

化
祭
な
ど
で
ヤ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
ヤ
ギ

と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
癒
し
の
効
果
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
全
体
で
環
境
を
保

全
す
る
仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

表
紙
紹
介

松
江
市
東
持
田
町
振
興
協
議
会

しめ縄づくり大成功！

　毎年恒例の「まつえし農
林水産祭」が松江総合運動
公園中央広場で開催されま
した。地元の旬な農産物や海産物、特産
品などの販売やステージイベントなど盛
りだくさんの催しでにぎわいました。

　農業委員会
は、「 し め 縄
づ く り 体 験
コーナー」と

「お米の食べくらべコーナー」を出店。
　農業委員は、参加された方と一緒にしめ縄をつくったり、「コ
シヒカリ」と「きぬむすめ」、「つや姫」を炊いて味をくらべ
てもらうなど、来場者との交流が活発に行われました。

多くの来場者でにぎわう会場

まつえし農林水産祭 10月30日開催

お米の食べくらべコーナー
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